
フランスの図書館における資料電子化の動向とその提供方法
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抄録：フランス国立図書館では，1990年という早い段階から資料の電子化を開始し，2008年以降は年間平

均10万点のペースで電子化を進めている。大量電子化の推進とともに，ここ数年は，特に電子コンテンツ

の公開や活用方法において，先進的な取り組みを行っている。本稿では，フランスにおける電子化事情につ

いて，国立図書館や大学図書館での事例を紹介しながら報告する。また，資料電子化の今後の方向性および

図書館員の役割についても考察する。
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はじめに

　図書館や文書館などの資料保存・提供機関におい

て，自館資料を電子化し公開する動きはここ数年活

発になってきている。我が国では，国立国会図書館

が平成21年度の経済対策補正予算により，2ヵ年で

105万点の所蔵資料の大規模電子化を実現するなど

その動きが加速しているD。

　一方，海外の事例の一つとして，ヨーロッパで構

築されている文化遺産公開ポータルEuropeana2〕が

ある。Europeanaには，33ヵ国，1，500以上の機i関

が参加しており，2012年1月には公開中のメタデ

ー タ数が2，000万点を突破した。その規模の大きさ

もさることながら，図書館，文書館，美術館，博物

館などヨーロッパの様々な文化機関が作成した電子

コンテンツのメタデータを集約し公開するという点

が，MLA連携の例としても興味深い。

　本稿は，こうした世界的な資料電子化の動きの中

で，特にこの分野で先進的な試みをし，さらに前述

のEuropeanaでも主要なコンテンツ提供国の役割
を担う3）フランスにおける取り組みについて，実際

に現地で調査した内容を交え紹介するものである。

　なお，現地調査は，平成23年度国立大学図書館

協会海外派遣事業により，ll月12日から21日ま

での日程でフランス国立図書館ポンピドゥーセン

ター公共情報図書館，トゥール大学ルネサンス高等

研究所，同大学医学部図書館を訪問する機会をいた

だき行ったものである。現地での調査期間は5日間

という限られたものではあったが，館種の異なる図

書館における電子化事情を調査し，比較できたこと

は有意義であった。フランス国立図書館とトゥール

大学の図書館・研究所では所蔵資料を中心とした電

子化事業について，ポンピドゥーセンター公共情報

図書館では主にe－Learning教材の提供方法につい

て調査を行った。

1．フランス国立図書館における電子化事業

1．1電子化事業とその目的

　フランスにおける電子化事業は，その歴史の古さ

および電子化された資料の点数から，やはりフラン

ス国立図書館（Biblioth的ue　nationale　de　France，

以下「BnF」）が牽引していると言えよう。1990年

から所蔵資料の電子化が開始され，そのための予算

が投入されてきた。その理念は，1988年7月14
日，当時のミッテラン大統領が発表した新図書館構

想「最大にして最新の図書館を構築する…　　そし

てその図書館は全分野の知識を網羅し，あらゆる人

が利用でき，データ処理の最先端の技術を用いて遠

隔地からのアクセスを可能にし，ヨーロッパの他の

図書館と連携する4）」に示されている。新図書館構

想の発表後フランスの文化遺産ともいえる国立図

書館の蔵書を国民および世界に広く提供するための

手段としての電子化が進められていく5）。

写真1　フランス国立図書館外観

　この新図書館構想により，パリ13区のトルビ

アック地区に新館（フランソワ・ミッテラン館）が

建設され，それまでパリに点在していた資料が集約

されることとなった。新館は1996年12月に一般利
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用者向け部門が，1998年10月に研究者向け部門が

開館した。また，新館開館とほぼ同時期の1997年

に電子化資料の公開ポータルGallica61が開設された。

　2012年4月現在，Gallicaでは，約175万点の電

子コンテンツを公開中である。コンテンツの内容は

図書，地図，手稿写真，新聞，雑誌，楽譜のほか

音楽やスピーチなどの音声もあり，多様なものと

なっている。Gallicaを覗いてみると，ボードレー

ルによる校正時の書き込みが残る『悪の華』の初版

本や，19世紀パリの地図，マリー・アントワネッ

トの手稿などフランスの歴史・文化を象徴するコン

テンツの宝庫となっている。また，2008年からは

資料の大量電子化へ舵を切ったことで年間10万点

以上のペースで電子化が行われている。多種多様な

資料を電子化し一元的に提供しようという試みは前

述の新図書館構想とも呼応している。

　なお，大量電子化の背景には，ヨーロッパ諸国の

一員であるというフランスの事情も関係しているよ

うである。文化遺産を単一のポータルから検索でき

るようにしようという動きが2005年ごろからヨー

ロッパで始まり，2008年にポータルEuropeanaが

公開された。Europeanaで提供するコンテンツの

拡充のため参加各国に大量電子化の実施が求められ

た。このEuropeanaへのメタデータの提供につい

ては「1．4」で述べる。

1．2　対象資料の選定および電子化作業

　2011年11月時点で，BnFが優i先的に電子化の対

象としていた資料は，19世紀から20世紀初頭にか

けての新聞・雑誌傷みが激しく原本の利用が難し

い資料および貴重資料の3種類であった。一つ目の

新聞・雑誌の電子化は2005年から継続して行われ

ているプロジェクトで，2010年までの5年間で
「Le　Temps」，「La　Croix」，「L’Humanit6」など主

要紙誌のうち，31誌の初号から1940年まで，計
1600万ページ以上が電子化されている7）。

　フランスにおいて，19世紀第三共和政時代は新

聞などのジャーナリズムが花開いた時代で，研究者

にとって当時の新聞・雑誌は貴重な一次資料とな

る。電子化の対象とした理由も利用者からの需要が

多かったためであるという。また一方で，この時代

の新聞・雑誌は現在酸性化が進み，その多くが利用

困難な状態である。2009年に出された資料電子化

に関する報告書8㌔によれば「ドレフユス事件に関す

る雑誌記事の3分の2が利用不能」となっているそ

うである。資料保存のための媒体変換という観点か

らも，この新聞・雑誌の電子化事業1ヰ非常に重要で

あると言える。

　ところで，電子化の対象資料はどこで選定されて

いるのであろうか。BnFの組織は大きく分けてコ

レクション部門，サービス・ネットワーク部門，管

理・人事部門の3部門に分かれ，Gallicaの管理や

契約業務は主にサービス・ネットワーク部門が行っ

ている。しかし，電子化する対象資料の選定につい

ては，BnFの蔵書を管理するコレクション部門
（「舞台芸術課」，「地図課」，「法律・経済・政治課」

など対象の分野ごとに14課に分かれている）が

行っているとのことであった。電子化対象資料選定

の大枠の方針は，国レベルやEUレベルで示されて

いるが，個々の資料の選定はやはり資料に精通した

専門の図書館職員の目で行われているようである。

Gallicaも他の蔵書と同じく，　BnFの蔵書構i成方針

のもと管理されている一端がうかがえて興味深い。

　BnFの電子化作業は，その約9割が専門業者へ

外注され，自動化スキャナーにより大規模に行われ

ている。ただし，傷みが激しく修復を伴うような場

合は，パリ郊外Bussy－Saint－Georgesに位置する

BnFの分館ビュッシー・サンジョルジュ技術セン
ター　（Centre　technique　de　Bussy－Saint－Georges）

で職員の手により電子化が行われている。その様子

を見学させていただいた。

写真2　フランス国立図書館内での電子化作業

　センターではちょうど新聞の電子化作業中で，ス

キャニングを行う前に，まず和紙を使って破れ等を

補修し，アイロンで嫉を伸ばすという工程があっ

た。スキャニングはオーバーヘッドスキャナーによ

り行われていた（写真2）。出力データはTIFF形

式，解像度は400dpiで，スキャン時のOCR処理

は行わず，一括して外注しているとのことだった。

なお，BnFでは外部で行われる電子化も同じく解

像度400dpi，　ocR処理については，精度98，5％以

上（資料によっては99．9％以上）の仕様となってい

る。
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　スキャン後のデータは一時サーバーに保管され，

センター内で職員がメタデータの付与，目次情報の

追加などを行った後メタデータ（XML）と画像

ファイルがセットでGallicaのサーバーへ移動する

という流れであった。

　なお，資料のうち特に傷みが激しく緊急を要する

資料は，まずマイクロ化を行い，その後順次マイク

ロフィルムからの電子化を行っているそうである。

1．3Gallicaにおける取り組み

　BnFフランソワ・ミッテラン館訪問では，　Galli－

caを管理するサービス・ネットワーク部門の職員

数名から話を伺う機会を得た。彼らがGallicaの課

題として挙げていたのが，「メタデータやインデッ

クスを充実させること」，「インターネット上での認

知度を高め，より検索されるデータベースを目指す

こと」，「キンドルなどの電子書籍端末への対応」，

「著作権保護期間内の著作を追加し，全時代を網羅

したポータルにすること」などである。これらの課

題に対して現在BnFで行われている取り組みにつ

いて，コンテンツの提供方法と著作権の二つの面か

ら紹介したい。

1．3．1　電子コンテンツ提供方法の工夫

　インターネット上での認知度を高め，電子コンテ

ンツの利用者数をいかに増やすか，という問題は，

電子化事業を行う必要性にも直結する重要な課題で

ある。その解決法の一つとして，BnFはプログ

（2009年開設）やFacebook（同2010年）などソー

シャルネットワーキングサービス（Social　Net－

working　Service，以下「SNS」）を利用した情報発

信を行っている。SNSでのサービス開始後の2010

年，Gallicaの閲覧回数は7，393，924回に上り，前年

の4，006，650回に比べて約1．85倍の大幅な増加を見
た9）。

　さらに2011年2月には，Gallicaのコンテンツを

SNS上で共有可能にするという新しいサービスを

開始した。利用者は，Gallicaのコンテンツ上に表

示される共有のためのボタンを押すだけで，簡単に

コンテンツを自身のWebページへ引用することが

可能となった。このGallicaのサービスは，　SNSと

Gallicaを結び付けただけでなく，これまで教育・

研究目的に限定されることの多かった電子コンテン

ツの二次利用を，広く一般に広げた点でも興味深

い○

　また，電子書籍対応の面では，キンドルなど電子

書籍端末からの閲覧を可能にするため，2011年よ

り一部の資料についてEPUB形式での電子化を開

始した。そのほか，Book　Edition社と提携して，一

部の電子コンテンツのオンデマンド印刷サービスを

開始しており，いずれも電子書籍をめぐる最新の動

向をふまえながら積極的にサービスを展開してい

る。

1．3．2　著作権保護期間にある著作について

　資料の電子化を進める上で大きな壁となるのが著

作権の問題である。Gallicaが公開された1997年当

時，公開の対象資料は19世紀フランスの著作に限

定されていた’°）。フランスの著作権保護期間は著者

の没後70年となっており，20世紀の著作は保護期

間に該当するものが多い。では，この著作権の壁を

越えるためにどのような方法が考えられるであろう

か。BnFがこれまでに行ってきたのが次の2点で
ある。

　2008年，BnF，電子書籍の出版社，フランス出
版協会（Syndicat　national　de　l’6dition）および関係

省庁との間でGallicaの新しいサービスが合意され

た。Gallicaに著作権保護期間内の電子書籍の書誌

情報を搭載し，利用者は検索結果にリンクされた電

子書籍のサイトから本文を閲覧できるというもので

ある。本文の閲覧は出版社サイトから有料で行うこ

とになるが，Gallicaから著作権保護期間の著作が

検索可能となった点で画期的であった。

　また，2011年2月には，著作権保護i対象資料の

うち，現在絶版になっている資料約50万点を電子

化し有料で提供する枠組みが関係者との間で合意に

達したと発表された”）。現行の著作権法では，著作

権保持者からの許諾が必要となるため，2012年3

月，権利者の許諾が得られない場合でも一定の条件

下で絶版資料の電子化および提供を可能とする法律

が制定された12）。この法律の施行はまだ先のようで

あるが，実施されれば，これまでGallicaに不足し

ていた20世紀の著作が一気に追加されることにな

るだろう。

1．4　提携機関の電子化支援

　BnFは自館資料の電子化だけでなく，地方の公

共図書館などBnFと提携関係にある機関の電子化

支援も行っている。2011年4月に発表された今後3

年間の電子化計画では，年間7万冊以上の電子化対

象資料のうち7割がBnF所蔵資料，残り3割が提
携機関の所蔵資料を予定している13＞。

　提携機関で電子化されたコンテンツは，各所蔵機

関のホームページ上から公開されるだけでなく，メ

タデータ流通のためのOAI－PMH（Open　Archives

Initiative　Protocol　for　Metadata　Harvesting）とい
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うプロトコルを使用し，Gallicaへもメタデータが

蓄積される。さらにGallicaは同じくOAI－PMHを

用い，自館および提携機関のメタデータを
Europeanaへ提供している。

　つまりGallicaは提携機関のメタデータを集約し

公開するだけでなく，Europeanaというさらに上

位のポータルへ受け渡す，いわゆるアグリゲータの

役割も果たしているのである。

　筆者が行ったインタビューの中で，館外協力担当

のGuillaume　Godet氏は，この電子化支援のメリッ

トについて，「例えば，地方都市の絵葉書など地方

の公共図書館が独自で所蔵する資料や，BnFでは

電子化の優先順位が低い資料の電子化が促進され，

Gallicaが充実する」と語っていた。しかし，その

メリットはそれだけにはとどまらないと思われる。

国策として電子化を行っていく上で，BnFのよう

な各機関の電子化を支援しコーディネートする役割

を担う機関の存在は必要不可欠である。今後フラン

ス各地の図書館における電子化事業が進展するにつ

れて，BnFの果たす役割はさらに大きくなると思

われる。

2．大学図書館における電子化事業

　今回訪問したトゥール大学は，正式名称をフラン

ソワ・ラブレー大学といい，9つの学部に約21，000

名の学生が在籍している。学内の図書館は，大学図

書館機構に属する図書館が6館，研究所等に所属す

る図書館が13館の計19館となっている。

　同大学で資料の電子化に取り組んでいる機関であ

るルネサンス高等研究所および医学部図書館を訪問

した。前者はBnFの提携機関として，　Gallicaおよ

びEuropeanaにメタデータを提供しており，後者

は現在4件の電子化プロジェクトに取り組んでい

る。以下にその内容を報告する。また併せて，トゥ

ー ル大学図書館における電子ジャーナル等電子リソ

ー スの提供方法についても紹介する。

2．1　ルネサンス高等研究所での取り組み

　トゥール市内の旧市街には14世紀の木組みの家

が残り，中世・ルネサンス期の面影を伝えている。

トゥール大学ルネサンス高等研究所はその旧市街の

すぐそばに位置しており，ルネサンス期を研究対象

とした大学院生や研究者が所属している。

　同研究所での電子化事業は研究所の教員，研究

員，大学院生によって行われている。事業は大きく

二つに分かれ，一つはフランスの公共図書館に所蔵

されているインキュナブラ（揺藍期本）の電子目録

の作成，もう一つはルネサンス期に刊行された資料

の電子化および公開である。

　インキュナブラの冊子目録「Catalogues　r6－

gionaux　des　incunables　des　biblioth6ques　publiques

de　France（公共図書館所蔵インキュナブラ地域別

目録）」は，1979年に第1巻が発行されて以降，こ

れまで地域別に16冊が発行されている。しかし未

刊行の地域が14か所あり，研究所では，新規で発

行予定の目録について電子版の作成および既発行分

の電子化を，フランス文化・コミュニケーション省

から委託され，行っている。

　一方，ルネサンス期刊行資料の電子化は，自館所

蔵資料だけでなく，学内の他の図書館や地域の公共

図書館が所蔵しているものも対象とした事業で，研

究所が構築しているポータルBiblioth合ques　Virtuel－

les　Humanistes（以下「BVH」）14）からメタデータ

とコンテンツを公開している。コンテンツの一部

は，画像ファイルだけでなく，テキスト化もされて

おり，目次情報から本文へのリンク，本文の語句か

らの検索が可能になっている。

　BVH統括責任者のMarie－Luce　Demonet教授は

筆者とのインタビューの中で，「他機関の専門家と

連携し，研究者にとって有用なデータベースを構築

したい」と語っていた。その言葉どおり，BVHで

は単なる電子コンテンツの提供だけでなく，研究者

のニーズに応えられるよう様々な工夫が行われてい

る。そこで，ルネサンス期刊行資料という資料の特

徴を活かした電子コンテンツの提供の試みの例とし

て次の二つのプロジェクトについて紹介する。

写真3　トゥール大学ルネサンス高等研究所外観

2．1．1　図像データベースの作成

　西洋の古典籍資料には図1にみるように，挿図や

文字情報として，図像が多く用いられている。この

図像は，例えばプリンターズマーク（書店や出版社

のロゴマーク）が書誌事項を特定するための重要な

56



大学図書館研究XCV（2012，8）

手掛かりとなるなど，研究者にとって大きな意味を

持ちうる。BVHでは，図像に分類並びにキーワー

ド付与し，本文とは別にデータベース化すること

で，図像のみの検索・閲覧を可能にしている。図像

の検索結果からは，各図像が収録されている本文へ

のリンクも張られており，その図像がどのような文

脈の中で使われているのか確認することも可能であ

る。

　図像データベースの作成について，担当のAlice

Nu6氏に実際の作業手順を見せていただいた。図

像の分類には，オランダ美術史研究所（The
Netherlands　Institute　for　Art　History）が無料で提

供している図像のシソーラスデータベース
Iconclassl5）を利用しているとのことである。この

Iconclassではキーワードが上位階層から下位階層

へのツリー状で表現されており，担当者は，各図像

が表すテーマに関連するキーワードを選択し付与す

ることができる。とはいえ，中には分類の難しい図

像もあり，そのような場合は本文を読んで図像の意

味を確認することもあるという。ちなみに図1の挿

図のキーワードは「作者」，「詩人」，「書斎」，「図書

室」，「図書」となっている。

　また，BVHの図像データベースのページには，

挿図やプリンターズマークを出版社名から検索でき

る仕組みや，人物の図像を人名順にブラウズできる

ページも用意されている。

擁噸嚢㌔

　　　　図1ルネサンス期刊行資料の例
Biblioth6ques　Virtuelles　Humanistes

◎Centre　d’Etudes　Sup6rieures　de　la　Renaissance，　Tours

http：／／www．bvh．univ－tours．fr／Consult／index．asp？num－

fiche＝342

2．1．2初期活字本のOCRプロジェクト

　これまで難しいとされてきた初期活字本の自動

OCRを実現しようという画期的な試みが，同研究

所とトゥールコンピューターサイエンス研究所の共

同プロジェクトPaRADIIT　project’6｝である。

　このプロジェクトは，まず資料の画像データのう

ち，図像部分と活字部分を別個に切り出すためのソ

フト「Agora」と，　Agoraによって切り出された

個々の活字をテキスト化するソフト「Retro」の開

発という2本立てで行われており，同研究所は主に

このRetroソフトの開発に携わっている。

　図1にみるように，ルネサンス期に刊行された資

料の活字は現在使用されているものと大きく異なっ

ており，自動でのOCR処理が難しい。また，当時

の単語の表記方法も「U」と「V」，「1」と「J」が

区別されず使用されているなど，原文をそのままテ

キスト化するだけでは，意味をなさない場合があ

る。

　そこで，Retroプロジェクトでは，データベース

に多数のパターンの活字の画像情報とそれに対応す

るアルファベットの文字情報の登録を行い，その蓄

積により，コンピューターが自動で画像情報を文字

情報へ変換する仕組みを開発している。筆者の訪問

時には未完成であったが，後日ホームページ】7，から

確認したところによると，2012年4月にRetroベ

ー タ版が公開されており，実用化に向けて順調に進

んでいるようにみえる。

2．2　医学部図書館での取り組み

　トゥール大学医学部図書館は，蔵書数約54，000

冊の図書館で，筆者が訪問する2週間前に2年間の

改修工事を終えリニューアル開館したばかりであっ

た。

　まだ真新しい館内を職員のMartine　Augouver－

naire氏に案内していただいた。閲覧室の書架に

は，図書と雑誌が並べて置いてあり，雑誌専用の配

架スペースがないことが印象的であった。医学部図

書館では雑誌の購入タイトルのほとんどが電子ジャ

ー ナルとなっているため，改修後，雑誌架を撤廃

し，関連する図書の近辺に冊子体の雑誌を配架する

ことにしたそうである。

　地下には貴重書を収納している書架があり（写真

4），医学部の前身のトゥール医学校から引き継いだ

16世紀から18世紀にかけての医学書を保存してい

た。これらの医学書の一部は前項で述べたルネサン

ス高等研究所により電子化され，BVHから公開さ

れている。
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写真4　トゥール大学医学部図書館の貴重書

　医学部図書館における電子化事業は2007年に始

まり，現在，次の4件を行っている。

①前身校トゥール医学校の写真資料（約60枚）

②トゥール出身の著名な医師ブルトノー
　　（Pierre－Fidde　Bretonneau）の書簡

③絵葉書（約800枚）

④雑誌「Gazette　M6dicale　du　Centre」（1896年

　　～1927年発行分）

　①および②については，2010年に電子化が終了

し，今後は目録を採り，OPACおよびCalamesl8｝

（全国の高等教育機関が所蔵している文書・手稿の

目録）から公開していく予定とのことであった。③

および④は筆者の訪問時にちょうど電子化作業が進

行中であった。なお，電子化作業は専門業者に外注

され，医学部図書館の担当者は，仕様書の作成，納

品データのチェック，メタデータ（目録）の作成な

どを行うとのことである。

　仕様書はフランス公文書館局（Direction　des　arc－

hives　de　France，以下「DAF」）が公開している仕

様書例’9｝を参考に作成しているそうである。DAF

のホームページでは，一般的な電子化の仕様書のほ

か，音声資料やフィルム，雑誌など資料形態ごとに

仕様書例を公開しており，参照できるようになって

いる。筆者にも経験があるが，電子化に慣れていな

い担当者にとって，仕様書の作成は大きな壁とな

る。こうした業務支援を国が行っていることもフラ

ンスにおいて資料の電子化が進んでいる一つの理由

であるよう感じられた2°）。

　事業を進める上での課題として担当者が挙げてい

たのが著作権の問題で，特に③の絵葉書について

は，撮影者，発行年等が分からないものが多く，著

作権法で定められた作者の没後70年が経過してい

るかどうかの確認が難しいとのこと．であった。著作

権保護期間内のものや確認ができないものについて

は，館内にアクセスを限定して提供する予定だとい

う。

　④はトゥール市のあるCentre地方で20世紀初

頭まで発行されていた医学雑誌である。この雑誌は

1928年以降，「Gazette　M合dicale　de　France」と誌

名を変え発行地がパリに移ったため，医学部図書館

では当地方で発行されていた1927年までを電子化

の対象にしていた。BnFでは19世紀から20世紀

にかけての新聞・雑誌の電子化を行っているが，地

方においても同様の試みが進められているのが興味

深い。また，トゥール大学図書館では対象期間の

バックナンバーの全ては揃わないため，欠号部分に

ついてパリ第5大学から現物を借用して電子化して

おり，こうした大学間で協力して電子化を進める例

はフランス国内でも珍しいとのことである。

　これらの電子化事業はトゥール大学の歴史学，医

学の研究者と大学図書館が共同で行っているプロ

ジェクトで，その予算は大学ではなくCentre地方

が出資している。Centre地方は近代医学発祥の地

として知られ，その特色があらわれる資料の電子化

により，研究者や学生を惹きつけていくことが期待

されている。大学と地方が連携したプロジェクトと

して，また大学の地域貢献の一つの方法として，我

が国でも参考になる事例だと思われる。

2．3　電子リソースの提供方法

　トゥール大学図書館は，電子リソースの提供によ

り遠隔の利用者へのサービスを可能にするハイブ

リッドライブラリーを目指しており，電子ジャーナ

ルやデータベースを積極的に購入している。2010

年に契約したデータベース・電子ジャーナルのパッ

ケージ数は全学で91点2Dあり，同規模の日本の大

学図書館に比べても多いのではないだろうか。電子

ジャーナルやデータベースを他の図書館資料とシー

ムレスに検索できるよう，2010年からInnovative

Interfaces社のディスカバリー検索システムEn－

core　Synergyを導入した。　Encore　Synergyから検

索できるデータベース数は2011年時点で30点と契

約データベースの全てではないが，これにより，

OPACに登録されている図書，雑誌等とデータベ

ー ス内の論文記事が一括して検索可能となった。

　電子ジャーナルはElsevierやSpringer，　Wiley

など日本でも馴染みのある出版社のパッケージを購

入している。電子ジャーナル購入費の高騰が課題と

なっているのはフランスも同様で，大学や研究機関

の多くが参加しているCouperinというコンソーシ

アムがあり，出版社との交渉を行っている。

　また，トゥール大学では2009年から博士論文を
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電子媒体で提出することが義務付けられた。これら

の博士論文はOPACから検索・閲覧できるだけで
なく，ABES（L’agence　bibliographique　de　r　en－

seignement　sup6rieur）が運営する博士論文データ

ベースtheses．fr22〕からも検索可能となっている。

　ABESは日本での国立情報学研究所（NII）に相

当する機関で，theses．frのほか，全国の大学図書

館研究所などの高等教育機関所蔵資料の総合目録

Sudoc（Systeme　Universitaire　de　Documenta－

tion）23｝や文書・手稿の目録Calames，さらに高等

教育機関で電子化されたコンテンッの検索ポータル

NUMES24）などを提供している。

3．ポンピドゥーセンター公共情報図書館における

　電子リソースの提供例

　パリの中心レ・アル地区に位置するポンピドゥー

センター公共情報図書館（Biblioth6que　publique

dlinformation，以下「Bpi」）は，国立近代美術館な

どの文化施設が入るポンピドゥーセンター内にあ

り，広くパリ市民に開かれた公共図書館として知ら

れている。同館では所蔵資料の電子化は行われてい

ないが，e－Learningコンテンツの提供に特色があ

り，電子リソース提供の事例として報告する。

　Bpiの設置母体はBnFと同じく国であるが，

BnFが入館者を16歳以上に限定し有料であるのに

対し，Bpiは誰でも無料で利用することができる。

そのため利用者数も一日平均5，000人と多く，利用

が集中する時は入口に行列ができるそうである。

　館内を見学して印象的だったのは，フロアがコレ

クションの分野ごとにカラフルに色分けされ，例え

ば哲学・宗教・社会学は赤，文学は青というように

分野の区分が一目瞭然となっていた点である。色分

けは天井吊りのサインや書架見出しのほか書架に横

付けされたブックトラックにまで及んでおり，初め

てBpiに足を踏み入れた利用者でも色を目印にあ

写真5　ポンピドゥーセンター公共情報図書館内の様子

まり迷うことなく目的の資料に辿りつけそうであ

る。こうした工夫も，市民のための図書館という

Bpiの性格の一端を表しているように思えた。

　Bpiでは，　e－Learning教材提供の実際と目録につ

いて，e－Learningスペース（Espace　Autoforma－

tion）担当のDaval　R6gine氏および電子リソース

の目録担当Didier　Demey合re氏にお話を伺った。

　E－Learningスペースは，もともと語学学習のた

めのブースがあったスペースを2000年の図書館改

修後に語学以外へも対象を広げe－Learning用とし

て開設したものである。資料の種類はインターネッ

ト経由のもの，CD，　DVD，カセットなど様々であ

るが，全てBpiのOPACから検索可能である。ブ

ー スを利用する場合はe－Learningスペースのカウ

ンターで申し込み手続きをする。2012年現在120

台の個別ブースがあり，パソコン84台，ビデオ

デッキ36台を設置している。しかし，利用者数も

多いため，まだブースの数が不足しているとR6g－

ine氏は話していた。

　Bpiではどのようなe－Learning教材が利用者に

人気があるのであろうか。R6gine氏によると，履

歴書の書き方，ワード，エクセルの利用法など就

職・職業支援，高校生のためのバカロレア（大学入

学資格試験）対策なども人気だが，一番需要がある

のは語学教材だそうである。TOEICなど語学試験

対策のほかフランスに移住した外国人がフランス語

を学んだり，移民の子どもが両親の母語を学んだり

する例も多く，こうした需要に応えるため，ここで

は約250種類の言語・方言の教材を揃えている。ま

た，表1に示したように，e↓earning教材全体に

占める語学教材の割合は約7割となっており，Bpi

が特に語学教材の収集に力を入れていることが分か

る23。

表1E－Learning教材の分野別構成比（2010年）

分　　野 タイトル数 構成比（％）

参考資料（一般，就職関連） 69 2．9

哲学・社会科学 43 1．8

法律・経済 6 0．2

自然科学・技術・医学 497 20．7

芸術 19 0．8

言語・文学 1，729 72．0

歴史・地理 39 1．6

1　　　　合計 2，402 100．0

出典：2010年活動報告（Bpi）

　なお，e－Learning教材は，後述するMediaview

というシステムで利用動向を管理しており，利用統
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計を元に，契約タイトルの見直しを行ったり，例え

ばバカロレア試験前の5，6月のみバカロレア対策

用教材のアクセス可能ユーザーの契約数を増やした

りするなどの資料管理を行っているそうである。

　E－Learning教材の目録は，通常の図書資料と同

じ目録システムからUNIMARCで登録後，前述の

Mediaviewシステムでも再度登録するという二重

登録を行っていた。Mediaviewでの目録時には書

誌IDをキーにUNIMARCの書誌情報を流用して
作成しているそうである。Mediaviewは，館内ア

クセスに限定してURLを登録することや利用統計

をとることが可能で，UNIMARCはOPACからの
閲覧用，Mediaviewは電子コンテンツの管理用，

とその目的が異なるため目録の二重登録を行ってい

るとのことであった。

　Bpiではインターネット上の有益なサイトの収集

も行っており，これらのサイトもe－Learning教材

同様に目録が採られている。利用者はBpiの図書

館職員が収集したインターネットのサイトを，キー

ワード検索や分野別の一覧からアクセスすることが

できる。例えば日本のサイトでは新聞社のホームペ

ー ジや大学図書館が構築している貴重資料のポータ

ル等が登録されている。

　以上，Bpiにおけるe↓earning教材の提供は，

筆者の勤務する大学図書館とはサービス対象に違い

はあるものの，その書誌・所蔵情報と利用統計を併

せて管理するための目録登録の方法や，紙媒体，電

子媒体，インターネットのサイトなどをOPACか

ら一元的に検索可能にしている点など，電子リソー

スの提供を考える上で大変参考になった。

4．電子コンテンツ提供の課題と今後の展望

　これまでフランスの図書館における資料電子化の

動向を中心に見てきたが，ここではEuropeanaが

取り組んでいる二つの事例を紹介し，電子コンテン

ツ利用の今後の方向性を展望したい。

　まずは，権利情報の明確化についてである。電子

コンテンツは複製が容易であるため，不正利用の恐

れについてはよく言及されるところである。一方，

実際は著作権保護期間の過ぎたパブリックドメイン

資料であっても，それが確認できないため二次利用

がためらわれる場合もある。このように電子コンテ

ンツの流通にとって，権利情報の明確化は重要な課

題であると言える。Europeanaでは，こうした問

題に対応するため，2011年よりメタデータ項目の

うち，権利情報に関する項目の入力を必須とし，権

利者や利用条件を明記することでコンテンツの適切

な利用を可能としている。またその一年前の2010

年には，パブリックドメイン資料への自由なアクセ

スを保証するため，「Europeanaパブリックドメイ

ン憲章」を公表した26）。この憲章の内容を要約すれ

ば「紙媒体でパブリックドメインだったものはその

電子コンテンツもパブリックドメインである」とい

うものである。さらにEuropeanaホームページ上

で，パブリックドメインのコンテンツには「パブ

リックドメインマーク」を表示し，閲覧者が一目で

分かるようにしている。ヨーロッパ最大規模の電子

コンテンツ検索ポータルであるEuropeanaがこう

した方針を打ち出したことで，今後，電子コンテン

ツ利用のための道筋ができることが期待される。

　もう一つは，メタデータ流通の新しい可能性につ

いてである。OAI－PMHを用いて，メタデータが電

子コンテンツの作成機i関からGallica，さらには

Europeanaへと流通していることは既に述べた。

今後はこの縦の流れに加え，関連するデータ同士の

相互リンクなど横のつながりも重要になると思われ

る。

　このデータ間のつながりを可能にするのが，近年

世界的な広まりを見せているLinked　Open　Dataで

ある。Linked　Open　Dataとは，データの持つ情報

を公開することで，誰でもそのデータを共有したり

再利用したりできるようにする仕組みである。その

要件は，RDF（Resource　Description　Framework）

という記述言語でかかれていること並びにデータ中

にHTTP形式のURI（Uniform　Resource　Identi一

飴r）を持っていることの2点で，この要件を満た

すデータ同士がURIによってリンクされ，それぞ

れの持つ情報が関連付けられる。Linked　Open

Dataへの取り組みは既に図書館界でも始まってお

り，日本では国立国会図書館が国立国会図書館件名

標目表および著者名・団体名などの典拠レコードの

データセットをLinked　Open　Dataとして提供して
いる27）。

　Europeanaでは，このLinked　Open　Dataへ対応

するため，メタデータフォーマットを現行の

Europeana　Semantic　Elements（ESE）からRDF

ベースのEuropeana　Data　Model（EDM）へ順次移

行している28）。また，オープンソースとなるメタデ

ー タが商用利用される可能性を考慮し，非商用利用

に限定される従来のメタデータ提供機関との協定を

見直し，自由利用を可能とする新たな協定へ署名す

るよう各機関に求めている29）。2012年2月には新

協定に同意した機関からのメタデータのうち240万

件をLinked　Open　Dataとして公開した3°）。メタデ

ー タの自由利用を進めることにより，地理情報や人

物情報などをはじめとした他のオープンソースの情
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報が付加され，メタデータの内容が充実すること，

また，メタデータが他のサイトで利用されることに

よってEuropeanaの認知度が高まることなどが期

待されている。

電子化を行う上での差異があるとすれば，その提供

方法においてであると思われる。今回のフランス訪

問は，そうした担当者たちの意識に触れることがで

きた意味でも大きな収穫であった。

おわりに

　フランスでは国家主導での電子化事業に加え，地

方においても電子化の動きが活発であった。その理

由としては，政策面，予算面での国家の後押しもさ

ることながら，BnFと提携機関，大学と地方自治

体，複数の研究機関における学術的な連携など電子

化に関わる多様なネットワークの存在も大きいと思

われる。各機関は単独ではなく，予算面，技術面も

含め他機関と連携しながら電子化を推進している。

　また，Googleの存在もフランスが資料の大量電

子化へ進む要因の一つとなったようである。2004

年にGoogleが「Google　Print」という6年間で

1500万冊の書籍の電子化計画を発表した直後，当

時のBnF館長であったジャンヌネー氏（Jean－Noel

Jeanneney）は計画に警鐘を鳴らす記事をル・モン

ド紙に寄稿し問題提起を行った3’）。この中で氏は

Googleの計画が持つ資料の選択基準の曖昧性，検

索結果表示の階層性，公共財の商業的利用，英語資

料優先の電子化が行われる可能性について懸念を示

している。この氏の問題提起がヨーロッパを動かし

Europeanaが構築されるきっかけの一つとなった

のはよく知られている。

　今回のBnF職員へのインタビューの中でも同様

の指摘がみられ，フランスにおいてGoogleへの警

戒心が根強いと感じられた。国家的な電子化プロ

ジェクト推進の原動力の一つに，公的機関が自国の

文化を守らなければいけないという意識があること

は間違いないだろう。

　Googleに限らず世界的に資料の電子化が進んで

いく中で，図書館が電子化を行う意味は何であろう

か。筆者は，インタビューの中でBnFの職員が

語った「将来の電子図書館にとってメタデータの豊

かさが特に重要になるだろう」との言葉に大きく共

感する。今後大量の電子コンテンツがインターネッ

ト上にあふれていく中で，これまで図書館職員が

培ってきた「資料の組織化，目録化」という作業

が，コンテンツの提供において非常に重要になって

くると思われるからである。トゥール大学ルネサン

ス高等研究所の研究者がそうであったように，利用

者が必要とする情報をより確実に提供するための分

類メタデータの付与といった作業は，本来，図書

館職員が最も得意としなければならないところでは

ないだろうか。そして検索エンジンと図書館の問に

　最後に，現地での調査活動という大変貴重な機会

を与えてくださった国立大学図書館協会ならびにフ

ランスでの受入機関の方々，および長期にわたる出

張にも関わらず快く送り出してくださった山口大学

図書館の皆さまにこの場を借りてお礼申し上げま
す。
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Michi　KIGOSHI
Digitization　in　French　libraries

Abstract：The　Biblioth6que　nationale　de　France　began　to　digitize　materials　as　early　as　1990，　and　since　2008

maintains　an　average　pace　of　digitizing　100，000　volumes　a　year．　In　addition　to　promoting　mass　digitization，

the　library　is　proactively　pursuing　a　variety　of　ways　to　encourage　public　access　and　use　of　digital　materials．

This　paper　reports　on　the　state　of　digitization　in　France，　using　the　Bibliothさque　nationale　de　France　and

some　university　libraries　as　examples．　Furthermore，　the　author　will　consider　the　future　possibilities　of

digitization　of　materials　and　the　role　of　library　staff　in　the　process．
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